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ウiJミバ エの誘致 剤 Cuelureにつ いて

衆 簡

(琉 球 植 物 防 疫 所)

1.は じ め に
･cuelureは,敵城のr4-pheny1-2-butanoneのパ

ラWl':襖務等体からなる合成剤で, 雄ウリミバエに対して
磁如た肪引剤として細られているが,中でも 4(p-ac-

C的xyPhcnyl)-2-buEl紺OFneは強力 な誘引力菅有

し.邪推鞄のウリミバ叫こも効力の大き･レヽことが艶見さ

れている.水剤はUアセトンとp-hydroxyben乏0皿1d･e一

如d.Cをアルか｣解織中で.ある樹の方俄により汲縮L/

て鶴出した ので, CはHす05で示される化合物とさ

れている｡

批新は .I?MHonoluluにある 別shopMuseumの
Dr,D.i.Gf朗SLt.,E及び大阪府立大学の伊藤修四郎

lllT:土の旭鮒らいにより,Haw州 の Frul艦flvL̀abora-
to叩 から水剤密署F卦親しで織(ことが出来,1964年5･
I-J抑軒郡純の伊良部由においで,p.,i:.の簡単な調査費

打なったので.ここにその蹄狐の雌闇密報告する｡
水仙公卿 ,をのJIWの蜂料の少ない琉球に.おいで馳かな
りと屯r']lJミ′は の防胎に瞥するものが劉fLは主任者の番
びとするところで鞄為｡

東女に入るに鬼だち前記の DrNI.i.Gressitt,伊

藤惨四郎博士の御好意に対し,.傑じんなる謝意 を表す
る｡また調査力繋削こついて機 ㌧々御教示下さった盛業技術

野焼所の伊藤;酎甫幡IJ=,琉球大学の甫良鉄夫博士並びに

嗣黍の機会普卑見で下さった植物防衣所の綻久聞畏功所

盛や網蔵に協竹下さった植物防要所宮古裾野の各棟農,

伊良部の関係者に厚くお礼申しあげる｡

2･.閉 塞 方 ヨ蓋
1) Cuelureには1,00(の D紬rom 剤を加え,ウリ

ミバエが斬激剤澄吸汁することによって直ちに死滅し,

飛散逃亡しないようにしたC

2)約2ccずつの Cuelureを脱脂禁断こ経透させ,杏

tm pに数附した｡

3･) 帥apは Stcinerplastrictr叩 3個,ポリエチ

レン馳 tmpl個を榊いた｡

tはpより適当舶敵の地点をdおいて軟鋼,Cue丑ure【tmp

に劇収して その距離哲 職 した｡ M乱Tkingに臓宮

古の鳩物防疫鮒こおいて人工飼料により飼育したもの,

または圃場において採銀した加から羽化した雄ウリミバ

エを炭酸*l'スにで麻すいし‖距離及び教飼方向を考慮し

て Markの虻匿放色を次のように先細のマジックイン

クで行な った｡

①小楯板に赤1億.②小楯掛 こ膏1点.⑨小楯板に鼎1

慮,④小楯板及び右肩櫛部に赤1点ずつr,⑥小楯板及び

石屑輝部に膏1点ずつ.⑳小楯板及び左肩潜部に赤乱点

ずつと右厨瀞部に育1点,⑳小楯板及び右肩癖部に赤1

点ずつ｡

Markを終了した供試虫はシャーレに入れて新聞紙に

包み.田的地まで運搬して放飼した0

5) 調査は,1964年5月17-22日の･6日間行ない, 1日

2回ずつ番数状況を粛べた｡

3.調 査 成 規 及 び 考察
川 部敢効果について

4個の trapで磨致された虫数は次の.とおりであった｡

第1麹 菌 致 虫 数 調 べ
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調:登時の天候は余り良好でなく,1週間は(もり時戊

小雨で凋し速は14-15日が4-9m,19-22日が5･-7mであ

った｡

今田までウリミバエの誘致刺 こは Anisylacetone等

が横網され,PmteinhydrolY.sate も若干誘致効果の

あることが妊】ら仇,琉球においても Malath,ion剤と混

合して散布剤として使用されているが.擾者について陳

(1960)は4個の trapで1週間に19匹しか誘致していな

い･｡宮古植物防塵所における調査成績も同様に誘致数が

少ないoLかLSteiner等 (1959)は10個の trapで61

Ei聞こ4- (P.-aceto･xypheny皿)-2～butanomeを使

桐して30.752匹JAnisylacetoneで2,408匹も誘致して



兼 :ウリミバエの番数剤 Cuelureについて

いる｡

今回の詣査では trapにより,また調査日によって大

きな夢があり,Steiner等の成桁より劣るが,1日にI

trapで239匹も誘致しているところから考慮して,本剤

の誘致効力が大であることがわか った｡また誘致虫数は

風速の購い17--18日には各 trapとも少ないところから

風速により大きく影響されるものと判断される｡

なおを剤はマリアナ群島における調査で DacLL50Chir--

oSiaMa且loch も強力に誘致することが知られており,

芸濃者の首里における調査では DacussczLteLtotusHen･

del (ミスジミバエ)に対して効力のあることがわか っ

ている｡

(2) 他 日株に ついて

Marking法によって誘致拒離の調査を行な ったが,

調査中風向の変化が若干あったため,調香は不充分とな

ったが,3地点における3日間の回収成農耕ま次のとおり

であった｡

第2薮 誘 致 距 離 調 べ
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tmpより風下50m及び100mのウリミバエは割合多
数顔致されている｡しかし500mにおいては鮎か1粥
であれそれ以上の取離では軟銅虫紛!倣少であったこ
とによるものか,またIお鯵致効力の不足によるものかは
判断出来ないが虚数虫数が0である｡trapより帆上に潜
いても同じようなことに起因してか勝放血数は少ない｡
しかし太虚丑の条件のもとで CueluTeは楓T500m.
風上100m以内の凝断までウリミバエを誘致することが
判明した｡

4.CUELUREに よるL防除 効 果
について

防除効果については未調査であるが.番数法による･B
虫防除は理遜 的に古くから考えt=7れてきており,1960年

'J威 藤 島父島で行なわれた大規模両群での水筑験では

ミカ ン コミバエに対し,メチルユゲノールと3,00'T)ibr

om 布 を良み込ませた固形せん推塊を航空級から1平方

マ イ～あたD70-80個落下させて,随か6カ月間で収位

弓鰍ま暮 突上故習皆無の状態･･Cまでな ったようである.こ

51

のように強力な番数剤を使用すれば短期間に防除の徹底

がなされる例から推し,また誘殺汝による防除は地坪的

に柵 された場所で蛾秘奥が高いと考えられているとこ
ろから,宮古,八東山の島 に々おける誘致剤による防除
は,比校的容易なものと考えられる.

5.要 約

1.Cuelureは鯉ウリミバエに対して放プ)な虜引力
を有することが知られているが,宮古鮮島の伊良部曲に
おいて使用を試み若干の成組を得たので参考までに報告

した｡

2.120'のDlbrom 剤を添加した2ccの Cuelureを

脱脂綿に殴透させ,trap に備えつけてウリ ミ バ エを顔

致した成継は第1毅の通りであった｡1日 に l t･rap で6

-239四も誘致したことから優れた効果のあることがこ

こでも判明した｡また務致虫数は風速により大きく彫廿

されるものと.凱鼓される｡

3･Markしたウリミバエを Cuel.uretrapより

適当挺離の地点において放飼し,それを 3日間にわたっ

て回収したところ第2敦の成組となった｡ それにより
Cuelu.Teは駄下500m,臥上100trL以内の瀧陶までウリ
ミバエを誘致することが確認された｡
4･Cuelureによる防除効果については小笠原潜L-a
父跡こくおけるメチルユゲノールによるミカンコミバエ防
除と同様,効果が大きいものと思われる｡特に何せ,NR
山の島々 のように阿離された場所においてIIR胎すれば伽
除は此職的効鵜があるものと-y>･え事')れ為｡
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